
NPO法人 熊本まちなみトラスト 第55回理事会（2022（R4）年2月28日）
氏名 220228 運営 委任

理事会 会議 出席
出欠 人数

1 青木勝士 × ○
2 麻生田栄壽 ○
3 伊藤重剛 ○ ○
4 磯田桂史 ×
5 磯田節子 ○
6 岡裕二 ×議長 ○
7 工藤栄一郎 ×理事長 ○
8 幸田亮一 ×事務局長 ○
9 古賀輝 △理事長 ○ Program

10 西郷正浩 ×理事長 ○ 　　　1．　18:30－19:00新春懇談会
11 柴田祐 ×理事長 ○ 久しぶりに顔を合わせます
12 竹田宏司 ○ ○
13 田中尚人 ×議長 ○ 　　　2．　19:00－19:15議決事項
14 鄭　一止（チョン イルジ） ○ ○ 歴まち支援法人　等
15 辻　泰明 ○
16 豊永信博 ○ ○ 　　　3．　19:15－20:00ＫＭＴの活動理念
17 長野聖二 運営会議でもんできた
18 西島真理子 内容をオーソライズ
19 冨士川一裕 ○ ○
20 松波大仁 ○ ○ 　　　4．その他
21 三國隆昌 ×事務局長 ○ 今年2022年はトラスト設立から25年目
22 宮野桂輔
23 矢野和之 ×理事長
24 山田穰 ×事務局長 ○
1 荒木幸介 　　　
2 齊藤修

出席理事人数 8 8 9
（＋委任状出席4＝17　＞　理事総数24×1/2＝12

◆議決事項
1 歴まち支援法人の応募
2 ＫＭＴの活動理念
3 5月総会に向けた今年度末のタイムライン
4 3月運営委員会に会計確認を委任すること

◆報告事項（前回理事会12/25からの出来事）
報告１．Ｂスタ事務局試行事業の成果 3万円/月であれば可能か？（7月まで猶予）
報告２．建築都市系学生合同ゼミのためのプラットフォーム

11/20崇城大学のみで＠Bスタ
12/23崇城大学・県大・学園大学＠現代美術館 →その後は？

報告３．地域遺産ファンクラブ発足後の活動見通し
① 11/21発会式＠カリーノMSビル
② 1月事務局／2月世話人会／3月20日前後：まち歩きイベント（Rpom02）

の予定だったが、まち歩きイベント（Rpom02）を５月に目標にして再設定
報告４．文化財登録・重文指定および管理運営支援
① 吉田松花堂
② 佐々木邸（京町１丁目）
③ 池上邸（神水本町）
④ 木村邸（田迎）
⑤ 球磨村一勝地焼酎蔵
⑥ 阿蘇市ノ川孤風院
⑦ 池部邸（玉名市）／野尻邸（玉名市天水）

報告５．日本財団前年度の補助金繰越→対象を人吉の旅館から球磨村焼酎蔵に切替
事業完了報告書　提出 2月上旬 →ほぼ完了

報告６．次年度の助成申請
① 九州ろうきん「ＮＰＯ助成」申請　11/25　助成額30万円　→不採択
② 熊本県ふるさとくまもと応援寄附金「被支援ＮＰＯ等」登録　12/14登録申請→登録済

55ｔｈ理事会

ＫＭＴ2022年 新春
＠パレア会議室3
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冨⼠川⼀裕 <fujika6613@gmail.com>

（熊本市都市デザイン課）【ご案内】歴まち⽀援法⼈の公募及び提出書類について
4 件のメッセージ

kominami.naoko@city.kumamoto.lg.jp <kominami.naoko@city.kumamoto.lg.jp> 2022年2⽉10⽇ 10:09
To: "human@pop07.odn.ne.jp" <human@pop07.odn.ne.jp>

冨⼠川様

 

お世話になっております。

熊本市都市デザイン課の⼩南です。

 

先⽇はお打ち合わせありがとうございました。

お話いたしました⽀援法⼈の公募につき、HP公開いたしましたのでご連絡いたします。

熊本市歴史的⾵致維持向上⽀援法⼈（歴まち⽀援法⼈）を公募します / 熊本市ホームページ (city.kumamoto.jp)

提出書類のうち様式を定めているものについては、別添のとおりです。

 

●公募期間（ご郵送またはご持参にてご提出をお願いいたします）

令和４年２⽉１０⽇（⽊）〜令和４年３⽉１０⽇（⽊）

 

●提出書類

歴史的⾵致維持向上⽀援法⼈指定申請書（様式第1号）

 【添付書類】

 (1)  定款

 (2)  登記事項証明書

 (3)  役員の⽒名、住所、⽣年⽉⽇及び略歴を記載した書類 ※様式⾃由

 (4)  法⼈の組織及び沿⾰を記載した書⾯並びに事務分担を記載した書⾯ ※様式⾃由

 (5)  前事業年度の事業報告書、収⽀決算書及び貸借対照表⼜はこれに相当すると市⻑が認める書類

 (6)  当該事業年度の事業計画書及び収⽀予算書⼜はこれに相当すると市⻑が認める書類

 (7)  法第35条に定める業務の活動実績を⽰す書⾯ ※様式⾃由

 ⇒これまでの、下記業務に関する実績のご記載をお願いいたします。

その他歴史的⾵致の維持及び向上を図る実績がございましたらご記載いただいても構いません。
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１．町屋等の歴史的資源の保存・活⽤に関する活動。

２．歴史的⾵致の維持及び向上を図るための調査研究及び情報発信。

 (8)  ⽀援法⼈指定後の活動に関する計画書 ※様式⾃由

 (9)  市税滞納有無調査書（様式第2号）

 (10) 役員の暴⼒団等に該当しない旨の誓約書（様式第3号） ※役員全員分

 

ご不明な点については、お尋ねいただきますと幸いです。

以上、どうぞよろしくお願いいたします。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

熊本市役所 都市建設局 都市政策部 都市デザイン課

 参 事 ⼩ 南 直 ⼦

 〒860-8601 熊本市中央区⼿取本町1番1号

 TEL：096-328-2508 FAX：096-351-2182

 Email: kominami.naoko@city.kumamoto.lg.jp

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

   

 

添付ファイル 3 件

01_（様式第1号）歴史的⾵致維持向上⽀援法⼈指定申請書.docx 
20K

02_（様式第2号）市税滞納有無調査承諾書.xlsx 
19K

03_（様式第3号）暴⼒団等に該当しない旨の誓約書.docx 
23K

冨⼠川⼀裕 <human@pop07.odn.ne.jp> 2022年2⽉10⽇ 11:27
To: ITO JUKO <jukoito@hotmail.com>, 鄭⼀⽌ <ilji00.asian@gmail.com>, 豊永 信博 <a255733666@yahoo.co.jp>, ⻘⽊勝
⼠ <blue.moon.19690116@gmail.com>, SetsukoISODA <setsu.isoda@gmail.com>, ⽵⽥宏司（⾃宅）
<elsinore1972@gmail.com>, 松波⼤仁 <matsunamitaijin@gmail.com>

KMT運営会議各位
熊本市歴まち⽀援法⼈について事務局宛に下記のメールが届きましたので転送します。

準備をして理事全員に通知とお願いを発信します。

締め切りは3⽉10⽇ですので2⽉中申請を⽬標にします。
事務局 冨⼠川

[元のメッセージ⾮表⽰]
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添付書類（２）
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添付書類（２）
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熊本まちなみトラスト沿革

1986　「古町研究会」 発足　　会長は建築家の野中卓 （1991 没）

　　　   　事務局を㈱髙木冨士川計画事務所に置く

　　食糧会館の保存活動

　　長六橋の保存活動

1994　事務局を事務局長とともに㈱人間都市研究所に移転

1997.4 月　旧第一銀行熊本市店社屋 （現ＰＳオランジュリ） の保

　存活動を契機に熊本まちなみトラスト（任意団体）発足

　（古町研究会は発展的に解散／事務局はそのまま㈱人間都市　

　　研究所とし現在に至る）

2001－後藤商店の活用社会実験

2009－月星化成熊本工場 （旧熊本紡績） の保存活動

2003－河原町繊維問屋街のリノベーション

2003－ＪＲ上熊本駅舎の保存活動

2006－ベロタクシー運営支援

2008－新町古町町屋調査　町屋ライトアップ　西村邸のリノベー　

　　　　ション

2010　全国まちづくり会議 in 熊本に出展　参加　運営協力

2013 「熊本の近代化遺産」 出版　熊日出版文化賞受賞 2015

2016★平成 28 年熊本地震

　　6 月－9 月復興現場事務所の運営

　　　グループ補助金のグループ支援

　　被災文化遺産所有者等連絡協議会の設立 （11 月） と事務局

　　支援

2017.5 月　ＮＰＯ法人設立（認証）

　7 月　ＷＭＦ（ワールド ・ モニュメント財団） とのパートナーシップ

　　　　契約　　西唐人町の町屋等５軒の復旧支援

　9 月　シンポジウム 「歴史を活かしたまちづくり－熊本地震から

　　　　の復興－」　＠熊本市役所 14 階大ホール

　　　　主催 ： 日本イコモス国内委員会を現地事務局として支援

　　　　　　　　（後援団体の一つとして）

2020.3 月　日本イコモス賞 2019 受賞

2020.10.10　歴史まちづくりフォーラム @ カリーノビル

2021.3.5-7　コロナ禍の中での歴史的建造物の利活用社会実験

2021.3 月　くまもと県民文化賞受賞

1997.4.25 熊本まちなみトラスト設立総会
　@ 熊本商工会議所

2017.3.26　ＮＰＯ法人設立総会
　＠ＰＳオランジュリ

2020.10.10　歴史まちづくりフォーラム

2021.3.5 人形劇公演＠カリーノビル

2021.3.7　弦楽コンサート＠ＰＳオランジュリ

添付書類（４）
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理事会

運営会議

歴まち

部会

財政
交流
部会

遺産
ネット
部会

令和 2年総会後の理事会で、 理事全員が下記の
3部会に入り活動を支えることになりました

ＮＰＯ法人熊本まちなみトラスト　令和 3（2021）年度 取組み体制

運営会議：正副理事長、各部会長、広報部長、事務局長で
　原則第 3月曜日に開催
事務局 ： ＮＰＯ事務所に事務局長が常駐。
　毎週月曜日と水曜日午前の事務局会議には広報部長も
　参加

事務局
広報部

地域遺産ファンクラブ
事務局 ：青木理事会長 ： （社外）

2ヶ月に一度、偶数月の第 4月曜日に理事会を開催します。
NPO としての当会のミッションを確認しながら活動や事業、
組織のあり方について議論し決議します。
奇数月の第4月曜日は自由参加の「例会」を開催します。

監事

部会長 ：豊永理事
幹事 ：松波理事

部会長 ：伊藤理事長
幹事 ：竹田理事・鄭理事

部会長 ：磯田節子理事
幹事 ： （事務局サポート）

歴史的建造物の保存活用をめぐ
る各地の活動と連携します

令和 2年 6月に国の認定を受け
たくまもと歴史まちづくり計画に伴
走した活動を展開します

交流をはじめとする会員サービス
を図りながら会員数と財政基盤
の強化を目指します

事務分担 2021年5月の総会で2021年度の活動体制を下記のように議決した
添付書類（４）
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（７）－１．町屋等の歴史的資源の保存・活用に関する活動 

（最近の活動から遡って記す／ＮＰＯ法人設立以前の活動は後段の資料参照） 

 

2021年 

コロナ禍における歴史的建造物の利活用社会実験（Ｊ-Ｃｏｉｎ助成金） 

3.7 ＰＳオランジュリにおける弦楽コンサート 

3.5 カリーノビル（旧住友銀行熊本市店社屋）における人形劇公演 

2020年 

11月－球磨村一勝地渕田酒造本店焼酎蔵復旧支援（日本財団助成金） 

10月－人吉旅館【7月熊本県南部豪雨後の】復旧支援（ワールド・モニュメント財団助成金） 

2019年 

清永本店震災復旧工事支援（ワールド・モニュメント財団助成金） 

ＰＳオランジュリ震災復旧工事支援（ワールド・モニュメント財団助成金） 

2018年 

西村邸震災復旧工事支援（ワールド・モニュメント財団助成金） 

Ｎ．Ｈ．ピュアリィ震災復旧工事支援（ワールド・モニュメント財団助成金） 

塩胡椒震災復旧工事支援（ワールド・モニュメント財団助成金） 

12.21旧三井住友銀行支店社屋の買取り表明された㈱カリーノを訪問 

2017年 

10.4旧三井住友銀行支店社屋の保存活用協議会のスタート 

  （ ㈱カリーノが社屋買取を表明する 2018年 12月まで活動は続けられた） 

2016年 

6－9月震災復興現場事務所の開設 

町屋の改修等に関する相談／補助金の申請相談／解体を検討する歴史的建造物の引

取り手探しは 2017年まで続けられた。 

 

 

（７）－２．歴史的風致の維持及び向上を図るための調査研究及び情報発信 

（最近の活動から遡って記す／ＮＰＯ法人設立以前の活動は後段の資料参照） 

 

2022年 

1.23鳥栖市田代宿売薬業町屋調査（吉田松花堂参考事例として） 

2021年 

2021年度：吉田松花堂、佐々木邸（ｌ京町）、池上邸（神水本町）、球磨村焼酎蔵 実測調査 

12.24NewsLetter05発行 

12.23県立大（鄭研究室）・学園大学（千原研究室）・崇城大（古賀研吸湿）合同学生発表会 

添付書類（７）
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＠現代美術館会議室 

11.21地域遺産ファンクラブ発会式／10.24プレイベント新町まち歩き 

11.22「熊本市郷土文化財」学習会 講師：熊本市文化政策課・福岡主査 

9.15NewsLetter04発行 

7.26「熊本県文化財大綱」学習会 講師：熊本県文化課 能登原参事 

5.23（日本都市計画家協会）全国まちづくり会議 2020-2021分科会 in熊本 

清永本店からリモート配信 

2020年 

11.1広報誌第 3号発行 

9.20人吉豪雨後の緊急ボランティア作業と調査 2：人吉旅館 

9.04人吉市長に要望書提出（地元団体と共同で歴史的町並みに配慮した復興計画を） 

7.19人吉豪雨後の緊急ボランティア作業と調査１：水手橋際の邸宅 

5.1広報誌第 2号発行 

3.21熊本地震からの文化遺産復旧報告会＠ＰＳオランジュリ 

2.6熊本市歴史まちづくり計画パブリックコメント提出 

2019年 

11.20まちづくり出前講座（日本都市計画家協会との共催） 

11.1広報誌第 1号発行 

8.11復興イベントon the明八橋「納涼カフェと子ども夕市」 

5.18シンポジウム「旧住友銀行支店社屋の復活劇」 

3.20 2016 年熊本地震 日本イコモス報告書「文化財の被害状況と復旧・復興への提言」発

行（執筆協力） 

2018年 

9.1三角再発見ツアー 

4.14被災文化財等連絡協議会総会シンポジウム「新町古町のデザインコード（ものづくりの作

法）」＠ＰＳオランジュリ 

3.24清永本店復旧工事前のかたづけワークショップ 

1.27 復興イベント on the明八橋「城下町を語り継ぐ」新町古町おでん対抗 

2017年 

11.26城下町を語り継ぐまちづくりフォーラム 三井住友銀行熊本支店の保存と活用を考える 

    ＠ＰＳオランジュリ 

9.24シンポジウム「歴史を活かしたまちづくり－熊本地震からの復興－」  

＠熊本市役所 14階大ホール 

主催者である日本イコモス国内委員会を現地事務局（後援団体）として支援 

9.14－2018/1.19平成 28年熊本地震からの復旧アーカイブ動画の制作（ＲＫＫとの共同制作） 

9.11－2018/3.16テナントミックス事業（中小機構との共同研究） 

添付書類（７）
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9.8丹波篠山視察研修（清永本店） 

 

※熊本まちなみトラストは－ 

2017年 5月 NPO法人認証前から 6月まで月に２回、7月から月に１回理事会を開催 

※被災文化遺産所有者等連絡協議会は－ 

 2016年 11月の設立以降 2017年 7月まで、幹事会を中心に行政に対して復旧支援につい

て訴え続けた。熊本まちなみトラストは事務局として寄り添い支え続けた。2017 年 8 月か

らは清永本店に的を絞り清永本店部会として復旧工事が終わる 2021年 3月 31日の 121

回部会まで継続した。 

 

 

 

 

※１．町屋等の歴史的資源の保存・活用に関する活動 と ２．歴史的風致の維持及び向上

を図るための調査研究及び情報発信 の関連は、後段に添付する各年の年表を参照され

たい。 

 

 

 

 

 

添付書類（７）
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共
催

）

　
　

5
.2

5
◎

Ｈ
Ｃ

財
団

交
流

会
in

金
沢

「
納

涼
カ

フ
ェ

と
子

ど
も

夕
市

」
1
2
.1

2
◎

県
大

Ｇ
Ｐ

（
共

同
研

究
）
公

開
審

査
会

啓
発

イ
ベ

ン
ト

9
.1

0
◎

冨
士

川
事

務
局

長
荒

木
精

之
賞

受
賞

1
.1

6
◎

日
本

イ
コ

モ
ス

賞
受

賞
新

聞
発

表

5
.1

8
1
0
.1

2
◎

伊
藤

理
事

長
講

演
「
追

憶
の

熊
本

」
熊

本
博

物
館

三
井

住
友

銀
行

熊
本

支
店

社
屋

の
保

存
活

用
　

　
　

◎
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
熊

本
地

震
か

ら
の

文
化

遺
産

復
旧

報
告

会
◎

3
.2

1

「
旧

住
友

銀
行

支
店

社
屋

の
復

活
劇

」

4
広

報
・応

援
団

対
応

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
の

管
理

運
営

H
P

の
管

理
運

営
広

報
誌

の
発

行
広

報
誌

定
期

刊
行

第
１

号
◎

1
1
.1

1
ま

ち
な

み
ト

ラ
ス

ト
「
ま

ち
の

記
憶

を
つ

な
ぎ

希
望

を
育

む
」

清
永

本
店

工
事

現
場

を
ド

ロ
ー

ン
撮

影
1
2
.1

8
◎

2
.2

3
◎

◆
ア

ー
カ

イ
ブ

（動
画

）の
作

製
Ｐ

Ｓ
工

事
現

場
を

ド
ロ

ー
ン

撮
影

添
付

（
7
）
-
3
　

　
2
0
1
9
年

活
動

実
績

　
添付書類（７）
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20
20

年
４

月
５

月
６

月
７

月
８

月
９

月
10

月
1
1
月

1
2
月

2
0
2
1
／

１
月

２
月

３
月

コ
ロ

ナ
感

染
拡

大
△

第
１

波
△

第
２

波
△

第
３

波
7
.0

4

W
M

F
（ワ

ー
ル

ド
・モ

ニ
ュ

メ
ン

ト
財

団
）

熊
本

県
南

部
豪

雨
→

復
旧

C
R

F
支

援
人

吉
旅

館
復

旧
支

援

9
.9

◆
助

成
金

採
択

↑
【
理

事
会

隔
月

開
催

に
移

行
】

　
原

則
第

４
月

曜
5
.0

2
5
.2

5
6
.2

2
7
.2

7
8
.2

4
9
.2

8
1
0
.2

6
1
1
.2

4
1
2
.2

1
2
.2

2

Ｋ
Ｍ

Ｔ
理

事
会

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

△
4
9

書
面

表
決

に
よ

る
年

次
総

会
運

営
会

議
開

始
【
第

１
回

例
会

は
コ

ロ
ナ

禍
で

延
期

】

部
会

活
動

商
工

会
議

所
訪

問
（
財

政
部

会
か

ら
支

援
の

お
願

い
）

（
財

政
部

会
企

業
回

り
）

財
政

部
会

◎
6
.0

1
7
.0

9
◎

8
.1

2
◎

9
.1

0
◎

1
0
.1

3
◎

歴
ま

ち
部

会
　

◎
6
.0

8
　

◎
7
.0

6
◎

8
.0

3
 ◎

8
.1

9
9
.2

5
◎

◎
1
1
.4

【
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
参

加
表

明
→

辞
退

】

遺
産

ネ
ッ

ト
部

会
　

◎
6
.1

1
　

◎
7
.0

7
◎

8
.0

4
◎

9
.0

1
／

9
.1

5
◎

1
1
.5

　
　

◎
1
1
.2

5
　

◎
1
2
.6

/
1
2
.8

（
「
フ

ァ
ン

ク
ラ

ブ
」
と

い
う

発
想

）

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
／

保
存

再
生

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

8
.3

1
◎

P
Ｓ

オ
ラ

ン
ジ

ュ
リ

・カ
リ

ー
ノ

ビ
ル

・清
永

本
店

等
清

永
本

店
現

場
確

認
　

　
　

1
0
.2

6
◆

Ｊ
-
Ｃ

ｏ
ｉｎ

基
金

助
成

金
採

択

8
月

～
9
月

：
P

S
オ

ー
プ

ン
オ

ラ
ン

ジ
ュ

リ

吉
田

松
花

堂
調

査
会

ス
タ

ー
ト

◎
1
0
.2

3
　

【
Ｋ

Ｍ
Ｔ

か
ら

は
磯

田
両

理
事

、
古

賀
、

宮
野

、
冨

士
川

理
事

が
参

加
】

人
吉

豪
雨

災
害

対
応

7
.0

4
◆

熊
本

南
部

豪
雨

9
.0

4
◎

人
吉

市
長

に
要

望
書

提
出

　
　

◆
日

本
財

団
助

成
金

採
択

→
◎

球
磨

村
・
渕

田
酒

造
本

店
実

測
調

査
→

復
旧

工
事

準
備

肥
薩

線
の

救
出

保
存

を
考

え
る

会
議

◎
8
.2

2

　
7
.1

9
◎

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

＆
調

査
　

9
.2

0
◎

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

＆
調

査
（
人

吉
旅

館
）

啓
発

活
動

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

3
.5

◎
カ

リ
ー

ノ
歴

史
的

建
造

物
の

利
活

用
人

形
劇

団
の

の
は

な
公

演

　
　

　
準

備
　

　
社

会
実

験
弦

楽
コ

ン
サ

ー
ト

公
演

熊
本

市
歴

史
ま

ち
づ

く
り

推
進

歴
ま

ち
部

会
で

準
備

1
0
.1

0
◎

歴
史

ま
ち

づ
く
り

フ
ォ

ー
ラ

ム
3
.7

◎
Ｐ

Ｓ

《仮
称

》フ
ァ

ン
ク

ラ
ブ

の
立

上
げ

遺
産

ネ
ッ

ト
部

会
で

準
備

1
2
.2

2
◎

◆
準

備
会

ス
タ

ー
ト

＠
文

林
堂

地
下

ホ
ー

ル

◎
1
.1

9
　

◎
1
.2

6
　

　
　

◎
2
.1

6

広
報

・応
援

団
対

応
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

の
管

理
運

営
H

P
の

管
理

運
営

広
報

誌
の

発
行

広
報

誌
第

2
号

◎
5
.0

1
発

行
広

報
誌

第
3
号

◎
1
1
.0

1
発

行

添
付

（
７

）
-
4
　

2
0
2
0
年

活
動

実
績

添付書類（７）
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2
0
2
1
年

度
Ｋ

Ｍ
Ｔ

活
動

の
実

績
と

予
定

2
2
0
2
1
6
現

在

実
績

◎
／

予
定

○
2
0
2
1
年

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

2
0
2
2
／

１
月

２
月

３
月

コ
ロ

ナ
感

染
者

の
ピ

ー
ク

△
3波

（1
月

）
△

4
波

△
5波

△
6
波

Ｋ
Ｍ

Ｔ
総

会
5
.2

5
◎

年
次

総
会

（
書

面
表

決
）

　
　

　
10

.2
1◎

古
川

保
さ

ん
荒

木
精

之
賞

授
賞

式
　

1
.1

7
○

運
営

会
議

（
Z
O

O
M

）

運
営

会
議

4.
19

◎
運

営
会

議
（Z

O
O

M
）

6.
2
1◎

運
営

会
議

（Z
O

O
M

）
8.

16
◎

運
営

会
議

（Z
O

O
M

）
10

.1
8◎

運
営

会
議

（Z
O

O
M

）
12

.2
0
◎

運
営

会
議

（
Z
O

O
M

）
2
.2

1
○

運
営

会
議

4
.2

6
6.

2
8

8.
23

10
.2

5
1
2
.2

5
於

 池
上

邸

1
Ｋ

Ｍ
Ｔ

理
事

会
50

理
事

会
51

理
事

会
52

理
事

会
53

理
事

会
理

事
会

　
5
4

《
忘

年
会

》
2
.2

8
　

5
5

理
事

会
於

パ
レ

ア
於

く
ま

に
ち

倶
楽

部
於

パ
レ

ア
於

Ｂ
ス

タ
会

議
室

新
年

会
1
.1

5
◆

中
止

（
４

月
は

総
会

直
前

理
事

会
）

7.
26

＠
パ

レ
ア

11
.2

2
＠

パ
レ

ア
3
.2

8

2
例

会
（
学

習
会

）
3.

22
 ◎

＠
文

林
堂

◎
熊

本
県

『文
化

財
大

綱
』学

習
会

◎
1
.2

4
◆

延
期

○
　

　
Ｋ

Ｍ
Ｔ

の
県

民
文

化
賞

 磯
田

節
子

理
事

の
熊

本
県

文
化

財
功

労
者

表
彰

祝
賀

会
熊

本
市

『郷
土

文
化

財
』学

習
会

田
代

順
七

の
絵

に
町

並
み

を
読

み
解

く

3
部

会
活

動
H

企
業

訪
問

財
政

部
会

（2
02

0年
9月

ま
で

活
動

活
発

／
「
商

工
ひ

の
く
に

」
11

月
号

掲
載

）
9.

13
◎

10
.2

2◎

合
同

部
会

＠
事

務
所

＋
Z
O

O
M

10
.3

0◎
案

内
等

会
員

向
け

発
送

【
広

報
部

会
：
N

e
w

s 
L
e
tt

e
r】

歴
ま

ち
部

会
（2

01
01

0歴
ま

ち
フ

ォ
ー

ラ
ム

等
昨

年
度

は
活

発
）

9.
13

◎

遺
産

ネ
ッ

ト
部

会
（部

会
と

し
て

は
8月

ま
で

／
以

降
は

フ
ァ

ン
ク

ラ
ブ

準
備

会
へ

移
行

）

4
地

域
遺

産
フ

ァ
ン

ク
ラ

ブ
準

備
会

　
◎

4
.1

4
　

◎
5.

11
　

◎
6.

8
　

◎
7.

13
 ◎

8.
3　

　
　

◎
8.

31
P

R
O

M
01

○
事

務
局

会
議

１
月

か
ら

　
　

＠
文

林
堂

→
＠

わ
さ

も
ん

キ
ッ

チ
ン

ま
ち

歩
き

発
会

式
《設

立
総

会
》

○
世

話
人

会
初

事
業

　
10

.2
4◎

　
11

.2
1◎

＠
カ

リ
ー

ノ
M

S
ビ

ル
○

P
R

O
M

0
2

地
域

遺
産

フ
ァ

ン
ク

ラ
ブ

発
足

ま
ち

歩
き

5
文

化
財

登
録

・
指

定
促

進
と

維
持

管
理

【目
標

】
　

（熊
大

）
　

（
熊

大
）

　
（
熊

大
）

吉
田

松
花

堂
調

査
指

定
　

◎
5
.2

　
（熊

大
）◎

8.
24

　
◎

9.
19

◎
10

.1
7

　
◎

11
.2

5
　

◎
1
2
.1

5
鳥

栖
視

察
○

○

《新
町

》
1
.2

3
　

1
.2

5

佐
々

木
邸

相
談

・
調

査
登

録
　

◎
7.

2
　

◎
9.

3
　

◎
10

.7
相

談
◎

1
2
.2

7

《京
町

》
第

１
回

相
談

市
文

化
課

参
加

理
事

会
・
忘

年
会

会
場

池
上

邸
相

談
・
調

査
登

録
9.

24
◎

10
.2

0◎
1
2
.2

5
◎

《神
水

本
町

》

球
磨

村
・
渕

田
酒

造
焼

酎
蔵

復
旧

工
事

　
◎

な
り

わ
い

補
助

金
受

付
完

了
11

.1
1◎

交
付

決
定

→
○

着
工

（
予

定
）

12
.4

○
現

地
調

査

玉
名

市
・
池

部
邸

登
録

（2
20

/1
1/

22
）訪

問
文

化
財

登
録

を
推

進
（玉

名
市

）

　
　

　
　

野
尻

邸
（
天

水
）

文
化

財
登

録
を

推
進

（玉
名

市
）

阿
蘇

・
孤

風
院

維
持

管
理

　
　

　
所

有
者

か
ら

の
相

談
◎

10
.2

8→
◎

11
.1

0打
合

せ
（
麻

生
田

・
冨

士
川

）

6
そ

の
他

の
応

援
活

動
日

本
都

市
計

画
家

協
会

【全
国

ま
ち

づ
く
り

会
議

】
全

ま
ち

in
熊

本
分

科
会

7.
24

▽
厚

真
8.

28
▽

真
備

9.
18

▽
糸

魚
川

全
ま

ち
（総

括
）i

n大
船

渡

5
.2

5◎
　

清
永

本
店

と
球

磨
村

焼
酎

蔵
か

ら
Z
O

O
M

配
信

→
→

11
.2

7◎

大
学

生
の

ま
ち

づ
く
り

活
動

支
援

【ま
ち

な
か

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

】
10

.6
●

学
園

大
・市

原
先

生
B

ス
タ

来
訪

11
.2

0◎
1
2
.2

3
◎

崇
城

大
・古

賀
元

也
研

究
室

　
　

県
大

・
学

園
大

・
崇

城
大

３
大

学
合

同
ゼ

ミ

＠
B

ス
タ

＠
現

美

広
報

部
会

Ｈ
Ｐ

、
Ｆ

Ｂ
の

管
理

9.
15

1
2
.2

4
広

報
誌

の
発

行
N

ew
s 

L
et

te
r◎

発
行

※
N

ew
s 

L
et

te
r◎

発
行

※
全

会
員

に
郵

送

◆
事

務
局

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

B
ス

タ
で

事
務

局
開

始
◆

試
行

期
間

終
了

→
2
月

休
止

×
日

本
財

団
再

調
整

☆
前

年
度

補
助

金
繰

越
（J

-C
o
in

、
日

本
財

団
）と

次
年

度
申

請
（ろ

う
き

ん
、

ふ
る

さ
と

納
税

寄
附

受
付

登
録

）
11

.2
5○

○
1
2
.1

2
ろ

う
き

ん
申

請
→

不
採

択
　

ふ
る

さ
と

く
ま

も
と

応
援

寄
附

金
申

請
→

登
録

通
知
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 1 / 2 

 

添付（８）支援法人指定後の活動に関する計画書 

 

支援法人としての歴史まちづくりに関する活動は添付（４）の事務分担のところに記載した「歴まち部会」

が中心となって行うことになるが、支援法人指定後は「くまもと歴史まち作り計画」の重点地区を対象とした

以下のような活動が想定される。 

 

１．調査・研究活動 

地域内にある地域遺産の実態（建物の利活用状況や所有者の意向等）を調査又は既存調査結果を参

照し、地域遺産の利活用によるまちづくりの推進方策を研究する。また必要に応じて、地域全体の都市

機能や業種・業態の発展の方向性に関するエリアマネジメント計画の立案を行う。 

 

２．地域遺産の利活用促進 

１．の調査研究結果に基づいて所有者へのアドバイスや利活用計画の提案、担い手の誘致等のマッチ

ングを行う。 

 

３．活性化イベントの開催 

町屋ライトアップ、on the明八橋イベント、コロナ禍状況下における歴史的建造物の利活用社会実験等、

これまでの実績を踏まえて、地元まちづくり団体と協力しながら企画、運営、実施する。 

 

３．啓発活動 

講演会、シンポジウム、出前講座の開催等で歴史まちづくりへの地域住民の理解を深め啓発を図る。 

 

 

（参考） 

以上の事項は、支援法人指定後に熊本市との協議に基づいて実施することを前提にした事業メニューで

あるが、当団体は所与に下記のような部会活動を予定している。歴史まちづくりに関しては、「歴まち部会」

以外の部会も連携して進めていくことになると思われるので、その他の部会も含めた活動方針を下記に記

載する。 

 

１．財政交流部会 

会員との交流を図りながら会員の維持拡大を目指す。 

特に、歴史まちづくりが未来の企業活動には不可欠であることを法人会員やその候補と考えられる事業

所と対話を続けながら会員の維持拡大を図る。令和３年度は熊本商工会議所に熊本まちなみトラストへ

の理解と協力を呼びかけたが、今後も業界団体等への呼びかけは積極的に行う。 

 

２．歴まち部会 

奇数月に隔月開催予定の「例会」の企画運営を行う。令和 3 年度は、歴史まちづくりに関連の深い熊本

添付書類（８）
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県文化財大綱や熊本市郷土文化財についての勉強会を開催したが、今後も引き続き歴史まちづくりに

関連した勉強会や事例紹介などを行っていく。その他、歴史的建造物の調査、各地で進められているま

ちづくり活動の中で歴史的検証が必要とされる場合のサポート、コーディネートやワークショップ等まちづ

くりの推進に関するサポートも含め柔軟に対応する。 

 

３．遺産ネット部会 

各地のまちづくり団体と連携して、地域遺産を顕彰し活用する活動を行う。令和 3 年度は地域遺産ファン

クラブの設立準備に多くの時間を費やしたが、今後、玉名市、小川町等の県内や県外の友好団体との

交流会等、より広範な地域との連携も深める。 

ＮＰＯ設立以前には、河原町リノベーションやベロタクシー運営等若いクリエーターや大学生のまちづくり

への参画を促し、ＮＰＯ設立後も令和 3 年度には、びぶれす（熊日会館）イノベーションスタジオや現代美

術館で大学生の合同発表会の試行事業を行った。熊本市の街なかにかかわる若い担い手の発掘や育

成も当団体の役割として継続していく。 

また、当団体との友好団体である認定ＮＰＯ法人日本都市計画家協会とは、令和２年度に共同主催で

「まちづくり出前講座」を実施したが、今後も特にまちづくりの若き担い手の育成のために連携した事業を

行っていく。 

 

４．地域遺産ファンクラブの活動の本格化 

地域遺産ファンクラブは、2021年 11月に発足したがコロナ蔓延防止等重点措置によって現在のところ活

動を見合わせている。同ファンクラブは熊本まちなみトラストの定款に位置づけ、サポートしていくことに

なっているが、運営にはトラスト会員以外の参画も得ている。既に一度新町においてまち歩きイベントを

実施していて、今後、古町、川尻等の地区でもまち歩きと地域遺産所有者との懇談の機会を設けていき

たいという意向である。 

 

５．その他の活動 

令和 2 年度、3 年度は熊本県南部豪雨による人吉・球磨村の被災文化財の復旧応援活動を行った。今

後も突発的な災害等によって起きる文化財の危機に即応した活動を速やかに展開する。 

その他身近な文化財の危機に対する個別の相談にも親切に対応する。 

 

添付書類（８）

17



熊本まちなみトラストの活動理念 

 

組織決定したものではないが、運営会議で以下のような案が検討中である。 

220221運営会議での意見を加筆 

 

（１）活動目標 

ＮＰＯ法人熊本まちなみトラスト定款第３条には法人の目的として「熊本県市民の財産として後世に

継承するにたる街なみ資源を保存し、かつ、その活用を図ることにより、熊本の地域文化の向上に寄

与すること」とある。これを当団体の活動目標として、以下に活動領域や活動内容について考察する。 

 

（２）活動内容 

①地域遺産の顕彰 

シンポジウム・フォーラムの開催、まち歩き・見学会の開催、地域遺産賞の制定、勉強会・講演会等、

地域遺産の顕彰活動 

②地域遺産の保存活用事業の推進 

地域遺産所有者との懇談会・相談会、地域遺産の保存活用計画の立案、地域遺産の活用に関る

マッチング等、地域遺産の保存活用事業の推進 

③個性あるまちづくりに資する活動 

上記の活動を地域の景観の質の向上、個性あるまちづくりに結び付けるための活動。 

例えば、大学研究室との協働（コラボ）、まちづくりへの大学生の参加促進、地域遺産を取り巻く地

域のまちづくりへの参画など。 

 

（３）ＫＭＴの役割り －プラットフォームについて－ 

①プラットフォームとは何か？ 

プラットフォームとは「システムやサービスの土台や基盤となる環境」と一般にはいわれているが、あ

りていに言えば「地域資源を活用してまちづくりを進めようとする人たちに頼りにされる組織」という

意味合いかと思われる。 

②他の類似団体 

・学会：例えば建築学会は震災後の復旧復興のプラットフォームの役割を果たした。 

・業界：例えば建築士会は震災後「文化財ドクター」として一定の役割を果たしたがその背景には

「ヘリテージマネージャー」というプラットフォームがあった。 

・行政：歴まちの推進主体として熊本市は事業推進のプラットフォームである。 

・校区自治協議会：全国的にまちづくりの活動が活発化した 1970年代に地域ごとの「まちづくり協議

会」が要である、との知見が得られた。熊本市では条例を制定して校区ごとに自主的な「まちづく

り協議会」の設立を目指した。 

③ＫＭＴの独自性 

以上のようなプラットフォームと比較してまちづくりのプラットフォームとしてのＫＭＴの独自性を以下

にあげる。 
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1) 多分野、異業種（大学・民間の研究者、行政職員、建築士等）の専門家が集積している。 

2) NPO法以外に制約がない。活動分野が（定款の範囲内であれば）自在であり即決で動くことがで

きる。 

④ＫＭＴをまちづくりのプラットフォームとして説明すると・・・ 

ＫＭＴは、地域遺産の顕彰、地域遺産の保存活用事業の推進、地域の魅力向上に資する活動を地

域のまちづくり団体と協働しながら行政や学会等を巻き込んで行うことができる、まちづくりの専門

家集団（プラットフォーム）である。 

 

 

 

 

 




